
・点　鐘　中里忠夫会長

・ソング　それでこそロータリー

・卓　話　森住麻衣会員

　　　　　平沼庸生会員

【会長報告】

　先週、第４回会長幹事会（於：所沢）に都築

幹事と参加。議題は２月２５日開催の第３グ

ループＩＭについて、および、各クラブからの

事業経過、増強の状況等、報告がありました。

　２月８日（日）、飯能ＲＣカップ第３６回せせ

らぎ杯中学生卓球大会（於：飯能市民体育館）

には、伊澤ＳＡＡ、川口青少年奉仕委員長、

本間会報・広報委員長、吉澤次年度青少年奉

仕委員長が出席されました。前日が雪で大変

でしたが、北は新潟県から、１都７県の選手

が参加してくれました。将来日本代表を目指

す選手も居て、非常にレベルの高い大会にな

りました。終了後、表彰式でカップの贈呈等

を行って参りました。

　２５日は第３グループでの最後のＩＭにな

ると思います。１３時から受付、１４時開会で

す。よろしくお願い致します。

【幹事報告】

　２月４日の理事会で、入会候補者の入会が

承認されましたので、本日会員皆様に通知し

ました。ご異議のある方は理由を明記した書

面を７日以内にご提出ください。２５日ＩＭ

の会場は「所沢市民文化センターＭＵＳＥ」

です。会場までは各自でお願いします。会場

ではクラブごとに着席、１４時５０分からクラ

ブ紹介が行われます。１７時３０分から懇親会。

クラブごとのテーブルになります。制服着用、

ネクタイは６０周年で配付した水色のもの。

制服のない方は紺系ブレザー、グレー系ズボ

ンでお願い致します。本日、次年度「ロータ

リー手帳」の申込書を配付。締切は３月４日

ですが、できましたら本日中に事務局にお申

込みください。３月４日は理事会１１時３０分

より。役員、理事の方はご出席をお願い致し

ます。

【委員会報告】

◎出席向上委員会　　　　　　　　大野（泰）君

　２月２５日、第３グループのＩＭは１３時受

付開始、１４時点鐘、「所沢市民文化センター

ＭＵＳＥ」に各自でお集まり頂ければと思い

ます。

◎親睦活動委員会　　　　　　　　鈴木（勝）君

　４月１５日「夜間例会」１８時点鐘、３月

２５日までに出欠をご提出ください。４月７

日、日高ＲＣ「親睦ゴルフ」（高麗川ＣＣ）、

３月第１例会までに出欠をご提出ください。

３月２５日「合同夜間例会」の出欠確認もよ

ろしくお願いします。

◎ロータリー財団委員会　　　　　　小川君

　本日、中里忠夫会長より特別寄付を頂きま

した。６人目。まだまだ受付中です。余裕のあ

る方はご寄付をお考え頂ければと思います。

◎会報・広報委員会　　　　　　　　本間君

「会報誌についてのアンケート」は本日提出

期限ですので、よろしくお願いします。

【出席報告】無届欠席１　 森住出席向上委員

【Ｍ　　Ｕ】

２／１（地区）前島君、吉田（行）君

２／９（第３Ｇ）中里（忠）君、都築君

２／１０（入間）前島君

【ロータリーの友】　　　　大野（康）雑誌委員

２月号、２月は「平和構築と紛争予防月間」

です。横組Ｐ２、ＲＩ会長の対訳メッセージ

は英語教材としても楽しみにしています。平

和への第一歩は「知ること」。「知らないから

恐れる」というところが戦争の引き金になっ

たりします。Ｐ６「ある少年通信兵の沖縄

戦」には、コザＲＣの方が中学生の時に戦争

に駆り出されて捕虜になり、ハワイまで行っ

てやっと帰って来られた体験が綴られていま

す。「戦争は簡単に始めることができます。

そして戦争というのは人だけが止めることが

できます」「本稿をご提供頂いた諸見里氏は

２０２５年１２月６日にご逝去されました」。そ

れを知って改めて読み返すときっと心に響く

ものがあるのではないかと思います。縦組Ｐ

２、斎藤環氏のスピーチ。「不登校」には「ず

る休み」「怠け」のイメージをお持ちの方もあ

るかもしれませんが、最近は「不登校は問題

行動ではない」と文科省も言っています。た

だ、そのまま「ひきこもり」になってしまう

と社会問題で、年老いた親達の心の健康度も

すごく下がっています。ではどうしたらいい

かというヒントが書いてあります。「指示や

説得は逆効果。急がば回れの環境づくり」。

不登校に限らず、つい答えを簡単に教えたく

なってしまいますが、手とり足とり教えるこ

とがかえってその人の成長を妨げている部分

もあるかもしれません。そして、「会話」は親

しい人同士のおしゃべり、合意形成が目的。

「対話」は相手と私はこれだけ違うというこ

とをお互いに共有するのが目的。「ロータリー

の友」を読むたびに「ああ、自分はロータリ

アンなんだな」と思います。雑誌を是非ご活

用ください。

【ＳＡＡ報告】

◎ニコニコＢＯＸ

・ご無沙汰しております。誕生日、結婚記念

　品、有難うございました。本年もよろしく

　お願い致します。　　　　　　　　大木君

・早退：半田君、大野（康）君、大野（泰）君

本日計３６，０００円、累計額７７１，２１１円。

◎４日例会当番は秦、鈴木（勝）会員です。

【卓　　話】

講師紹介　　　　　　坂本プログラム委員長

　昨年９月３日にご入会された森住会員と、

１月２８日にご入会された平沼会員（プロジェ

クター使用）のイニシエーションです。

■森住会員

「明治安田生命」の森住

でございます。私の入会

を温かくお認め頂きまし

たこと、心より感謝申し

上げます。諸先輩方から

多くのことを学びたいと

考えております。

　本日はお時間を頂き、飯能で育った私の歩

みと地域への思いについてお話させて頂きま

す。

　Ｓ５７年８月生まれ、４３歳。飯能市で生

まれ育ちました。父、母、姉の４人家族の中

で、自然豊かなこのまちに見守られながら成

長致しました。飯能第一小学校、飯能西中学

校、飯能高校を卒業した生粋の飯能っ子でご

ざいます。

　私の人生の原点は中学生の頃に遡ります。

学校のボランティア活動で伺った介護施設で

の経験から、困っている方の力になりたい、

と、漠然とした、しかし強い思いを抱くよう

になりました。その思いが使命感に変わった

のには私の母のことがありました。母が２度

の脳出血に襲われ、四肢麻痺という重い障害

を負うことになったのです。家族として途方

に暮れていた私達を救ってくれたのは、母の

日常を献身的に支えてくださった看護助手の

方々でした。そのプロフェッショナルな姿に

心を打たれ、私も誰かの人生の困難な瞬間に

寄り添える存在になりたいと決意し、卒業後

は特別養護老人ホームで介護職員として歩み

始めました。

　ですが、運命とは過酷なもので、私が介護

職として第一歩を踏み出した直後に、今度は

父がくも膜下出血で倒れました。母と同じよ

うに父もまた病院で多くの方々の助けを必要

とする生活となりました。若かった私は夜勤

などもありましたが施設では利用者に寄り添

い、休みの日は両親の介護と向き合うという

まさに介護一色の生活を送っておりました。

　父は２３年前に、母は２１年前に空へと旅立

ちましたが、両親を支えてくださった方々へ

の感謝は今も私の心に深く刻まれています。

　両親を見送ったあと、私自身も結婚、出産

を経験しましたが、その後、一人で二人の息

子を育てる、ひとり親としての生活が始まり

ました。当時は仕事と育児の両立に必死で、

自分のふがいなさに涙が出るような夜もあり

ました。でも、皆様も人生の岐路で、誰かの

温かさに救われたご経験があるかと思いま

す。私にとってはそれが、姉や地域のママ友

達の存在でした。息子達は当時、学童保育に

通っていたのですが、仕事で遅くなる時には

同じ学童に通っているママ友が一緒に迎えに

行ってくれて子ども達を預かってくれたり、

「無理しなくていいんだよ」「夕飯まだだった

ら食べてきな」などと言って食事を作ってく

れたり。彼女達の存在が無ければ今の私は間

違いなくここには立っていないと思います。

　人は一人では生きていけない。でも誰かの

支えがあればどんな困難な状況でも前を向け

る。

　この、ひとり親時代に身をもって学んだ絆

の有難さが、今の私の活動の大きな原動力と

なっております。現在は「明治安田生命」に

て、支部マネージャーという管理職を務めて

おります。介護の現場で学んだ寄り添う心

と、ひとり親時代に受けた恩を、今度はお客

様や地域に返していくことが私の使命だと感

じております。

　私が、ひとり親支援の活動に携わっている

のも、かつての私を救ってくれた姉や友人達

のように、今、ひとりで頑張っている誰かの

とまり木のような場所をつくりたいという思

いからです。会社としては、今、地域のイベ

ントや子ども食堂などに参加させて頂いてお

りますが、それ以外に、私個人として、ひと

り親支援の活動にも参加しております。その

中で出会った方々の話を聞きながら、私にで

きることが少しでも無いかなと日々考えてお

ります。

　小さかった息子達もこの春から大学１年生

と３年生になります。中学生くらいから身長

も抜かされ、大きく成長した彼らの姿を見る

度に、私を支えてくれた周囲の方々への感謝

が溢れて参ります。

　こうした経験を得て、もっと自分にできる

ことはないかと考えていたところ、このＲＣ

とのご縁を頂きました。奉仕の理念を掲げ、

各界のリーダーとしてご活躍されている皆様

と共に活動させて頂くことで、私自身もさら

に成長し、より深く地域に貢献していきたい

と考えております。私にできることがあれば

どのようなことでも精一杯取り組ませて頂く

所存です。

　最後になりますが、少しだけ私生活につい

て触れさせて頂きます。休日はリフレッシュ

を兼ねてドライブがてら日帰り温泉に行くの

が一番の楽しみです。また、近くに住む姪や

甥と出かける時間も大切なひと時となってい

ます。そして、実は去年思い切ってSnow Man

のファンクラブに入会しました（笑）。今年１

月４日にはライブにも足を運び、若いエネル

ギーから元気を頂いています。４０過ぎて初

めて「推し活」を始めました。それが今、私

にとっての心の栄養剤となっています。もし

皆様やご家族などに、同じようにSnow Manの

お話をされる方がいらっしゃれば、是非情報

交換をさせて頂ければ嬉しいです。

　はなはだ若輩者ではございますが、ＲＣの

皆様との出会いを大切に、奉仕の精神を学ん

で参りたいと思います。どうぞご指導ご鞭撻

の程よろしくお願い申し上げます。

　

■平沼会員

　本日はお時間を頂きまして有難うございま

す。簡単ではございますが自己紹介と事業の

ご紹介をさせて頂きたいと思います。

　私は４人姉弟の末っ子で、３人の姉が居り

ます。生まれは世田谷で、２０代半ばまで世

田谷で過ごしました。そして結婚を機に名栗

に移り、２３年が経ちます。

　先祖代々名栗の地で事

業を営みながら地域と共

に歩んできた家の１４代

目として生活していま

す。現在、妻と息子２人、

ロシアンブルーの猫と賑

やかに暮らしておりま

す。

　趣味に関しては特にこれといったものはご

ざいませんが、新しい技術や商品、時代のト

レンドに関心があり、ネットやお店などで情

報を集めるのが大好きです。

・創業～これまでの歩み

「白雲山鳥居観音」は山全体が境内となって

おり、約３０ｈａ（東京ドーム６個分）の敷地に

本堂、仁王門、大鐘楼などが点在し、これら

は開祖である平沼彌太郎が３０年以上の歳月

をかけて築いたものです。彌太郎は私の曽祖

父にあたります。また、四季折々の自然も大

きな魅力で、特に秋の紅葉は名所として知ら

れていて、多くの方が訪れます。現在では、

その歴史と自然環境を守りながら、一つの事

業として運営しています。

・平沼彌太郎のこと

　１８９２（明治２５）年に名栗に生まれ、家

業の林業を継ぎ、西川林業の近代化に取り組

みました。その後、「名栗水電」や「飯能銀

行」の再建に携わり、戦後は「埼玉銀行」頭

取として地域金融の発展を支えました。林

業、電力、金融の分野で地域と共に歩んだ経

営者であったと伝えられています。

・鳥居観光株式会社

　現在私達が運営しております「鳥居観光

（株）」ですが、本社は飯能市上名栗に置き、

地域密着型の観光、アウトドアサービス事業

を行っております。自然豊かな名栗エリア

に、キャンプ場の管理・運営を中心として、

イタリアンレストランやジェラートショップ

の運営、自社製アイスクリームの製造を行っ

ております。また、これまでの運営経験を活

かして、キャンプ場のコンサルタント業務に

も取り組んでいます。人と自然を繋ぐ架け橋

となることを目指し、地域の魅力を活かした

事業展開を心掛けております。

・キャンプ場の管理・運営

　名栗地域に２つの施設を管理・運営してお

ります。１つが「ケニーズ・ファミリー・ビ

レッジ」、もう１つが「古民家ファミリービ

レッジ」です。「ケニーズ・ファミリー・ビ

レッジ」にはオートキャンプサイトを約５０

区画、ログハウス１０棟を備え、２０２５年に

は年間約３万５，０００人の方にご利用頂きま

した。利用者は家族連れが中心で、川遊びや

バーベキューなど、自然体験型のレジャーを

提供しています。リピーター率は約４０％と

継続的にご利用頂いている点も特徴です。

　キャンプ場検索・予約ポータルサイト「なっ

ぷ」にて、２０２４年には東日本アクセス部門

第１位、２０２５年には東日本予約件数部門で

第１位を選出頂きました。

・レストラン／ジェラートショップの運営

　２０２２年に、築１２０年余りの（埼玉県指定

第３号）景観重要建造物「旧平沼寛一郎邸」

を改修し、イタリアンレストラン「古民家ひ

らぬま」としてオープン致しました。歴史あ

る建物の趣きを活かしながら、地元産の野菜

や旬の食材を中心に、素材の味を大切にした

料理を提供しております。また、レストラン

併設店として、地元の素材を活かした手作り

ジェラートショップも同時に開業致しまし

た。地域の文化や食の魅力を伝える拠点とし

て、体験・交流・観光を通じた地域活性化に

取り組んでおります。

・ジェラート製造所オープン・商業施設への出店

　２０２４年には、名栗にジェラート製造所

「鳥居製造所」を開設。これにより、自社製

造態勢を整え、品質管理と商品開発の強化を

図っています。また、同年、「西武所沢Ｓ．Ｃ．」

にジェラート店「jerateriya HIRANUMA」を

出店し、名栗初のブランドとして、より広い

エリアでの展開を進めております。

・今後に向けて

「鳥居観音」そして「鳥居観光（株）」の事業は

いずれも、先人の思いと地域の優しさによっ

て築かれて来ました。私達はその歴史と信頼

を大切にしながら、時代に合わせた運営と改

善を重ね、持続可能な地域づくりに取り組ん

でいます。名栗ひいては飯能の魅力を発信

し、地域に貢献して参ります。

　今後共どうぞよろしくお願い致します。

飯能ロータリークラブ 会報

世 界 理 解 月 間

ＲＩ会長 フランチェスコ・アレッツォ

Unite for Good
よいことのために手を取りあおう
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クラブ強化と活性化のために行動してください！

当 番 本間君
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例会日 水曜日（12:30～13:30）

事務局：飯能商工会議所内
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【会長報告】

　先週、第４回会長幹事会（於：所沢）に都築

幹事と参加。議題は２月２５日開催の第３グ

ループＩＭについて、および、各クラブからの

事業経過、増強の状況等、報告がありました。

　２月８日（日）、飯能ＲＣカップ第３６回せせ

らぎ杯中学生卓球大会（於：飯能市民体育館）

には、伊澤ＳＡＡ、川口青少年奉仕委員長、

本間会報・広報委員長、吉澤次年度青少年奉

仕委員長が出席されました。前日が雪で大変

でしたが、北は新潟県から、１都７県の選手

が参加してくれました。将来日本代表を目指

す選手も居て、非常にレベルの高い大会にな

りました。終了後、表彰式でカップの贈呈等

を行って参りました。

　２５日は第３グループでの最後のＩＭにな

ると思います。１３時から受付、１４時開会で

す。よろしくお願い致します。

【幹事報告】

　２月４日の理事会で、入会候補者の入会が

承認されましたので、本日会員皆様に通知し

ました。ご異議のある方は理由を明記した書

面を７日以内にご提出ください。２５日ＩＭ

の会場は「所沢市民文化センターＭＵＳＥ」

です。会場までは各自でお願いします。会場

ではクラブごとに着席、１４時５０分からクラ

ブ紹介が行われます。１７時３０分から懇親会。

クラブごとのテーブルになります。制服着用、

ネクタイは６０周年で配付した水色のもの。

制服のない方は紺系ブレザー、グレー系ズボ

ンでお願い致します。本日、次年度「ロータ

リー手帳」の申込書を配付。締切は３月４日

ですが、できましたら本日中に事務局にお申

込みください。３月４日は理事会１１時３０分

より。役員、理事の方はご出席をお願い致し

ます。

【委員会報告】

◎出席向上委員会　　　　　　　　大野（泰）君

　２月２５日、第３グループのＩＭは１３時受

付開始、１４時点鐘、「所沢市民文化センター

ＭＵＳＥ」に各自でお集まり頂ければと思い

ます。

◎親睦活動委員会　　　　　　　　鈴木（勝）君

　４月１５日「夜間例会」１８時点鐘、３月

２５日までに出欠をご提出ください。４月７

日、日高ＲＣ「親睦ゴルフ」（高麗川ＣＣ）、

３月第１例会までに出欠をご提出ください。

３月２５日「合同夜間例会」の出欠確認もよ

ろしくお願いします。

◎ロータリー財団委員会　　　　　　小川君

　本日、中里忠夫会長より特別寄付を頂きま

した。６人目。まだまだ受付中です。余裕のあ

る方はご寄付をお考え頂ければと思います。

◎会報・広報委員会　　　　　　　　本間君

「会報誌についてのアンケート」は本日提出

期限ですので、よろしくお願いします。

【出席報告】無届欠席１　 森住出席向上委員

【Ｍ　　Ｕ】

２／１（地区）前島君、吉田（行）君

２／９（第３Ｇ）中里（忠）君、都築君

２／１０（入間）前島君

【ロータリーの友】　　　　大野（康）雑誌委員

２月号、２月は「平和構築と紛争予防月間」

です。横組Ｐ２、ＲＩ会長の対訳メッセージ

は英語教材としても楽しみにしています。平

和への第一歩は「知ること」。「知らないから

恐れる」というところが戦争の引き金になっ

たりします。Ｐ６「ある少年通信兵の沖縄

戦」には、コザＲＣの方が中学生の時に戦争

に駆り出されて捕虜になり、ハワイまで行っ

てやっと帰って来られた体験が綴られていま

す。「戦争は簡単に始めることができます。

そして戦争というのは人だけが止めることが

できます」「本稿をご提供頂いた諸見里氏は

２０２５年１２月６日にご逝去されました」。そ

れを知って改めて読み返すときっと心に響く

ものがあるのではないかと思います。縦組Ｐ

２、斎藤環氏のスピーチ。「不登校」には「ず

る休み」「怠け」のイメージをお持ちの方もあ

るかもしれませんが、最近は「不登校は問題

行動ではない」と文科省も言っています。た

だ、そのまま「ひきこもり」になってしまう

と社会問題で、年老いた親達の心の健康度も

すごく下がっています。ではどうしたらいい

かというヒントが書いてあります。「指示や

説得は逆効果。急がば回れの環境づくり」。

不登校に限らず、つい答えを簡単に教えたく

なってしまいますが、手とり足とり教えるこ

とがかえってその人の成長を妨げている部分

もあるかもしれません。そして、「会話」は親

しい人同士のおしゃべり、合意形成が目的。

「対話」は相手と私はこれだけ違うというこ

とをお互いに共有するのが目的。「ロータリー

の友」を読むたびに「ああ、自分はロータリ

アンなんだな」と思います。雑誌を是非ご活

用ください。

【ＳＡＡ報告】

◎ニコニコＢＯＸ

・ご無沙汰しております。誕生日、結婚記念

　品、有難うございました。本年もよろしく

　お願い致します。　　　　　　　　大木君

・早退：半田君、大野（康）君、大野（泰）君

本日計３６，０００円、累計額７７１，２１１円。

◎４日例会当番は秦、鈴木（勝）会員です。

【卓　　話】

講師紹介　　　　　　坂本プログラム委員長

　昨年９月３日にご入会された森住会員と、

１月２８日にご入会された平沼会員（プロジェ

クター使用）のイニシエーションです。

■森住会員

「明治安田生命」の森住

でございます。私の入会

を温かくお認め頂きまし

たこと、心より感謝申し

上げます。諸先輩方から

多くのことを学びたいと

考えております。

　本日はお時間を頂き、飯能で育った私の歩

みと地域への思いについてお話させて頂きま

す。

　Ｓ５７年８月生まれ、４３歳。飯能市で生

まれ育ちました。父、母、姉の４人家族の中

で、自然豊かなこのまちに見守られながら成

長致しました。飯能第一小学校、飯能西中学

校、飯能高校を卒業した生粋の飯能っ子でご

ざいます。

　私の人生の原点は中学生の頃に遡ります。

学校のボランティア活動で伺った介護施設で

の経験から、困っている方の力になりたい、

と、漠然とした、しかし強い思いを抱くよう

になりました。その思いが使命感に変わった

のには私の母のことがありました。母が２度

の脳出血に襲われ、四肢麻痺という重い障害

を負うことになったのです。家族として途方

に暮れていた私達を救ってくれたのは、母の

日常を献身的に支えてくださった看護助手の

方々でした。そのプロフェッショナルな姿に

心を打たれ、私も誰かの人生の困難な瞬間に

寄り添える存在になりたいと決意し、卒業後

は特別養護老人ホームで介護職員として歩み

始めました。

　ですが、運命とは過酷なもので、私が介護

職として第一歩を踏み出した直後に、今度は

父がくも膜下出血で倒れました。母と同じよ

うに父もまた病院で多くの方々の助けを必要

とする生活となりました。若かった私は夜勤

などもありましたが施設では利用者に寄り添

い、休みの日は両親の介護と向き合うという

まさに介護一色の生活を送っておりました。

　父は２３年前に、母は２１年前に空へと旅立

ちましたが、両親を支えてくださった方々へ

の感謝は今も私の心に深く刻まれています。

　両親を見送ったあと、私自身も結婚、出産

を経験しましたが、その後、一人で二人の息

子を育てる、ひとり親としての生活が始まり

ました。当時は仕事と育児の両立に必死で、

自分のふがいなさに涙が出るような夜もあり

ました。でも、皆様も人生の岐路で、誰かの

温かさに救われたご経験があるかと思いま

す。私にとってはそれが、姉や地域のママ友

達の存在でした。息子達は当時、学童保育に

通っていたのですが、仕事で遅くなる時には

同じ学童に通っているママ友が一緒に迎えに

行ってくれて子ども達を預かってくれたり、

「無理しなくていいんだよ」「夕飯まだだった

ら食べてきな」などと言って食事を作ってく

れたり。彼女達の存在が無ければ今の私は間

違いなくここには立っていないと思います。

　人は一人では生きていけない。でも誰かの

支えがあればどんな困難な状況でも前を向け

る。

　この、ひとり親時代に身をもって学んだ絆

の有難さが、今の私の活動の大きな原動力と

なっております。現在は「明治安田生命」に

て、支部マネージャーという管理職を務めて

おります。介護の現場で学んだ寄り添う心

と、ひとり親時代に受けた恩を、今度はお客

様や地域に返していくことが私の使命だと感

じております。

　私が、ひとり親支援の活動に携わっている

のも、かつての私を救ってくれた姉や友人達

のように、今、ひとりで頑張っている誰かの

とまり木のような場所をつくりたいという思

いからです。会社としては、今、地域のイベ

ントや子ども食堂などに参加させて頂いてお

りますが、それ以外に、私個人として、ひと

り親支援の活動にも参加しております。その

中で出会った方々の話を聞きながら、私にで

きることが少しでも無いかなと日々考えてお

ります。

　小さかった息子達もこの春から大学１年生

と３年生になります。中学生くらいから身長

も抜かされ、大きく成長した彼らの姿を見る

度に、私を支えてくれた周囲の方々への感謝

が溢れて参ります。

　こうした経験を得て、もっと自分にできる

ことはないかと考えていたところ、このＲＣ

とのご縁を頂きました。奉仕の理念を掲げ、

各界のリーダーとしてご活躍されている皆様

と共に活動させて頂くことで、私自身もさら

に成長し、より深く地域に貢献していきたい

と考えております。私にできることがあれば

どのようなことでも精一杯取り組ませて頂く

所存です。

　最後になりますが、少しだけ私生活につい

て触れさせて頂きます。休日はリフレッシュ

を兼ねてドライブがてら日帰り温泉に行くの

が一番の楽しみです。また、近くに住む姪や

甥と出かける時間も大切なひと時となってい

ます。そして、実は去年思い切ってSnow Man

のファンクラブに入会しました（笑）。今年１

月４日にはライブにも足を運び、若いエネル

ギーから元気を頂いています。４０過ぎて初

めて「推し活」を始めました。それが今、私

にとっての心の栄養剤となっています。もし

皆様やご家族などに、同じようにSnow Manの

お話をされる方がいらっしゃれば、是非情報

交換をさせて頂ければ嬉しいです。

　はなはだ若輩者ではございますが、ＲＣの

皆様との出会いを大切に、奉仕の精神を学ん

で参りたいと思います。どうぞご指導ご鞭撻

の程よろしくお願い申し上げます。

　

■平沼会員

　本日はお時間を頂きまして有難うございま

す。簡単ではございますが自己紹介と事業の

ご紹介をさせて頂きたいと思います。

　私は４人姉弟の末っ子で、３人の姉が居り

ます。生まれは世田谷で、２０代半ばまで世

田谷で過ごしました。そして結婚を機に名栗

に移り、２３年が経ちます。

　先祖代々名栗の地で事

業を営みながら地域と共

に歩んできた家の１４代

目として生活していま

す。現在、妻と息子２人、

ロシアンブルーの猫と賑

やかに暮らしておりま

す。

　趣味に関しては特にこれといったものはご

ざいませんが、新しい技術や商品、時代のト

レンドに関心があり、ネットやお店などで情

報を集めるのが大好きです。

・創業～これまでの歩み

「白雲山鳥居観音」は山全体が境内となって

おり、約３０ｈａ（東京ドーム６個分）の敷地に

本堂、仁王門、大鐘楼などが点在し、これら

は開祖である平沼彌太郎が３０年以上の歳月

をかけて築いたものです。彌太郎は私の曽祖

父にあたります。また、四季折々の自然も大

きな魅力で、特に秋の紅葉は名所として知ら

れていて、多くの方が訪れます。現在では、

その歴史と自然環境を守りながら、一つの事

業として運営しています。

・平沼彌太郎のこと

　１８９２（明治２５）年に名栗に生まれ、家

業の林業を継ぎ、西川林業の近代化に取り組

みました。その後、「名栗水電」や「飯能銀

行」の再建に携わり、戦後は「埼玉銀行」頭

取として地域金融の発展を支えました。林

業、電力、金融の分野で地域と共に歩んだ経

営者であったと伝えられています。

・鳥居観光株式会社

　現在私達が運営しております「鳥居観光

（株）」ですが、本社は飯能市上名栗に置き、

地域密着型の観光、アウトドアサービス事業

を行っております。自然豊かな名栗エリア

に、キャンプ場の管理・運営を中心として、

イタリアンレストランやジェラートショップ

の運営、自社製アイスクリームの製造を行っ

ております。また、これまでの運営経験を活

かして、キャンプ場のコンサルタント業務に

も取り組んでいます。人と自然を繋ぐ架け橋

となることを目指し、地域の魅力を活かした

事業展開を心掛けております。

・キャンプ場の管理・運営

　名栗地域に２つの施設を管理・運営してお

ります。１つが「ケニーズ・ファミリー・ビ

レッジ」、もう１つが「古民家ファミリービ

レッジ」です。「ケニーズ・ファミリー・ビ

レッジ」にはオートキャンプサイトを約５０

区画、ログハウス１０棟を備え、２０２５年に

は年間約３万５，０００人の方にご利用頂きま

した。利用者は家族連れが中心で、川遊びや

バーベキューなど、自然体験型のレジャーを

提供しています。リピーター率は約４０％と

継続的にご利用頂いている点も特徴です。

　キャンプ場検索・予約ポータルサイト「なっ

ぷ」にて、２０２４年には東日本アクセス部門

第１位、２０２５年には東日本予約件数部門で

第１位を選出頂きました。

・レストラン／ジェラートショップの運営

　２０２２年に、築１２０年余りの（埼玉県指定

第３号）景観重要建造物「旧平沼寛一郎邸」

を改修し、イタリアンレストラン「古民家ひ

らぬま」としてオープン致しました。歴史あ

る建物の趣きを活かしながら、地元産の野菜

や旬の食材を中心に、素材の味を大切にした

料理を提供しております。また、レストラン

併設店として、地元の素材を活かした手作り

ジェラートショップも同時に開業致しまし

た。地域の文化や食の魅力を伝える拠点とし

て、体験・交流・観光を通じた地域活性化に

取り組んでおります。

・ジェラート製造所オープン・商業施設への出店

　２０２４年には、名栗にジェラート製造所

「鳥居製造所」を開設。これにより、自社製

造態勢を整え、品質管理と商品開発の強化を

図っています。また、同年、「西武所沢Ｓ．Ｃ．」

にジェラート店「jerateriya HIRANUMA」を

出店し、名栗初のブランドとして、より広い

エリアでの展開を進めております。

・今後に向けて

「鳥居観音」そして「鳥居観光（株）」の事業は

いずれも、先人の思いと地域の優しさによっ

て築かれて来ました。私達はその歴史と信頼

を大切にしながら、時代に合わせた運営と改

善を重ね、持続可能な地域づくりに取り組ん

でいます。名栗ひいては飯能の魅力を発信

し、地域に貢献して参ります。

　今後共どうぞよろしくお願い致します。

会　員　数 当　　日
出席数対  象全　数 出席率

イニシエーション・スピーチ

森住麻衣会員飯能ＲＣ

平沼庸生会員飯能ＲＣ



・点　鐘　中里忠夫会長

・ソング　それでこそロータリー

・卓　話　森住麻衣会員

　　　　　平沼庸生会員

【会長報告】

　先週、第４回会長幹事会（於：所沢）に都築

幹事と参加。議題は２月２５日開催の第３グ

ループＩＭについて、および、各クラブからの

事業経過、増強の状況等、報告がありました。

　２月８日（日）、飯能ＲＣカップ第３６回せせ

らぎ杯中学生卓球大会（於：飯能市民体育館）

には、伊澤ＳＡＡ、川口青少年奉仕委員長、

本間会報・広報委員長、吉澤次年度青少年奉

仕委員長が出席されました。前日が雪で大変

でしたが、北は新潟県から、１都７県の選手

が参加してくれました。将来日本代表を目指

す選手も居て、非常にレベルの高い大会にな

りました。終了後、表彰式でカップの贈呈等

を行って参りました。

　２５日は第３グループでの最後のＩＭにな

ると思います。１３時から受付、１４時開会で

す。よろしくお願い致します。

【幹事報告】

　２月４日の理事会で、入会候補者の入会が

承認されましたので、本日会員皆様に通知し

ました。ご異議のある方は理由を明記した書

面を７日以内にご提出ください。２５日ＩＭ

の会場は「所沢市民文化センターＭＵＳＥ」

です。会場までは各自でお願いします。会場

ではクラブごとに着席、１４時５０分からクラ

ブ紹介が行われます。１７時３０分から懇親会。

クラブごとのテーブルになります。制服着用、

ネクタイは６０周年で配付した水色のもの。

制服のない方は紺系ブレザー、グレー系ズボ

ンでお願い致します。本日、次年度「ロータ

リー手帳」の申込書を配付。締切は３月４日

ですが、できましたら本日中に事務局にお申

込みください。３月４日は理事会１１時３０分

より。役員、理事の方はご出席をお願い致し

ます。

【委員会報告】

◎出席向上委員会　　　　　　　　大野（泰）君

　２月２５日、第３グループのＩＭは１３時受

付開始、１４時点鐘、「所沢市民文化センター

ＭＵＳＥ」に各自でお集まり頂ければと思い

ます。

◎親睦活動委員会　　　　　　　　鈴木（勝）君

　４月１５日「夜間例会」１８時点鐘、３月

２５日までに出欠をご提出ください。４月７

日、日高ＲＣ「親睦ゴルフ」（高麗川ＣＣ）、

３月第１例会までに出欠をご提出ください。

３月２５日「合同夜間例会」の出欠確認もよ

ろしくお願いします。

◎ロータリー財団委員会　　　　　　小川君

　本日、中里忠夫会長より特別寄付を頂きま

した。６人目。まだまだ受付中です。余裕のあ

る方はご寄付をお考え頂ければと思います。

◎会報・広報委員会　　　　　　　　本間君

「会報誌についてのアンケート」は本日提出

期限ですので、よろしくお願いします。

【出席報告】無届欠席１　 森住出席向上委員

【Ｍ　　Ｕ】

２／１（地区）前島君、吉田（行）君

２／９（第３Ｇ）中里（忠）君、都築君

２／１０（入間）前島君

【ロータリーの友】　　　　大野（康）雑誌委員

２月号、２月は「平和構築と紛争予防月間」

です。横組Ｐ２、ＲＩ会長の対訳メッセージ

は英語教材としても楽しみにしています。平

和への第一歩は「知ること」。「知らないから

恐れる」というところが戦争の引き金になっ

たりします。Ｐ６「ある少年通信兵の沖縄

戦」には、コザＲＣの方が中学生の時に戦争

に駆り出されて捕虜になり、ハワイまで行っ

てやっと帰って来られた体験が綴られていま

す。「戦争は簡単に始めることができます。

そして戦争というのは人だけが止めることが

できます」「本稿をご提供頂いた諸見里氏は

２０２５年１２月６日にご逝去されました」。そ

れを知って改めて読み返すときっと心に響く

ものがあるのではないかと思います。縦組Ｐ

２、斎藤環氏のスピーチ。「不登校」には「ず

る休み」「怠け」のイメージをお持ちの方もあ

るかもしれませんが、最近は「不登校は問題

行動ではない」と文科省も言っています。た

だ、そのまま「ひきこもり」になってしまう

と社会問題で、年老いた親達の心の健康度も

すごく下がっています。ではどうしたらいい

かというヒントが書いてあります。「指示や

説得は逆効果。急がば回れの環境づくり」。

不登校に限らず、つい答えを簡単に教えたく

なってしまいますが、手とり足とり教えるこ

とがかえってその人の成長を妨げている部分

もあるかもしれません。そして、「会話」は親

しい人同士のおしゃべり、合意形成が目的。

「対話」は相手と私はこれだけ違うというこ

とをお互いに共有するのが目的。「ロータリー

の友」を読むたびに「ああ、自分はロータリ

アンなんだな」と思います。雑誌を是非ご活

用ください。

【ＳＡＡ報告】

◎ニコニコＢＯＸ

・ご無沙汰しております。誕生日、結婚記念

　品、有難うございました。本年もよろしく

　お願い致します。　　　　　　　　大木君

・早退：半田君、大野（康）君、大野（泰）君

本日計３６，０００円、累計額７７１，２１１円。

◎４日例会当番は秦、鈴木（勝）会員です。

【卓　　話】

講師紹介　　　　　　坂本プログラム委員長

　昨年９月３日にご入会された森住会員と、

１月２８日にご入会された平沼会員（プロジェ

クター使用）のイニシエーションです。

■森住会員

「明治安田生命」の森住

でございます。私の入会

を温かくお認め頂きまし

たこと、心より感謝申し

上げます。諸先輩方から

多くのことを学びたいと

考えております。

　本日はお時間を頂き、飯能で育った私の歩

みと地域への思いについてお話させて頂きま

す。

　Ｓ５７年８月生まれ、４３歳。飯能市で生

まれ育ちました。父、母、姉の４人家族の中

で、自然豊かなこのまちに見守られながら成

長致しました。飯能第一小学校、飯能西中学

校、飯能高校を卒業した生粋の飯能っ子でご

ざいます。

　私の人生の原点は中学生の頃に遡ります。

学校のボランティア活動で伺った介護施設で

の経験から、困っている方の力になりたい、

と、漠然とした、しかし強い思いを抱くよう

になりました。その思いが使命感に変わった

のには私の母のことがありました。母が２度

の脳出血に襲われ、四肢麻痺という重い障害

を負うことになったのです。家族として途方

に暮れていた私達を救ってくれたのは、母の

日常を献身的に支えてくださった看護助手の

方々でした。そのプロフェッショナルな姿に

心を打たれ、私も誰かの人生の困難な瞬間に

寄り添える存在になりたいと決意し、卒業後

は特別養護老人ホームで介護職員として歩み

始めました。

　ですが、運命とは過酷なもので、私が介護

職として第一歩を踏み出した直後に、今度は

父がくも膜下出血で倒れました。母と同じよ

うに父もまた病院で多くの方々の助けを必要

とする生活となりました。若かった私は夜勤

などもありましたが施設では利用者に寄り添

い、休みの日は両親の介護と向き合うという

まさに介護一色の生活を送っておりました。

　父は２３年前に、母は２１年前に空へと旅立

ちましたが、両親を支えてくださった方々へ

の感謝は今も私の心に深く刻まれています。

　両親を見送ったあと、私自身も結婚、出産

を経験しましたが、その後、一人で二人の息

子を育てる、ひとり親としての生活が始まり

ました。当時は仕事と育児の両立に必死で、

自分のふがいなさに涙が出るような夜もあり

ました。でも、皆様も人生の岐路で、誰かの

温かさに救われたご経験があるかと思いま

す。私にとってはそれが、姉や地域のママ友

達の存在でした。息子達は当時、学童保育に

通っていたのですが、仕事で遅くなる時には

同じ学童に通っているママ友が一緒に迎えに

行ってくれて子ども達を預かってくれたり、

「無理しなくていいんだよ」「夕飯まだだった

ら食べてきな」などと言って食事を作ってく

れたり。彼女達の存在が無ければ今の私は間

違いなくここには立っていないと思います。

　人は一人では生きていけない。でも誰かの

支えがあればどんな困難な状況でも前を向け

る。

　この、ひとり親時代に身をもって学んだ絆

の有難さが、今の私の活動の大きな原動力と

なっております。現在は「明治安田生命」に

て、支部マネージャーという管理職を務めて

おります。介護の現場で学んだ寄り添う心

と、ひとり親時代に受けた恩を、今度はお客

様や地域に返していくことが私の使命だと感

じております。

　私が、ひとり親支援の活動に携わっている

のも、かつての私を救ってくれた姉や友人達

のように、今、ひとりで頑張っている誰かの

とまり木のような場所をつくりたいという思

いからです。会社としては、今、地域のイベ

ントや子ども食堂などに参加させて頂いてお

りますが、それ以外に、私個人として、ひと

り親支援の活動にも参加しております。その

中で出会った方々の話を聞きながら、私にで

きることが少しでも無いかなと日々考えてお

ります。

　小さかった息子達もこの春から大学１年生

と３年生になります。中学生くらいから身長

も抜かされ、大きく成長した彼らの姿を見る

度に、私を支えてくれた周囲の方々への感謝

が溢れて参ります。

　こうした経験を得て、もっと自分にできる

ことはないかと考えていたところ、このＲＣ

とのご縁を頂きました。奉仕の理念を掲げ、

各界のリーダーとしてご活躍されている皆様

と共に活動させて頂くことで、私自身もさら

に成長し、より深く地域に貢献していきたい

と考えております。私にできることがあれば

どのようなことでも精一杯取り組ませて頂く

所存です。

　最後になりますが、少しだけ私生活につい

て触れさせて頂きます。休日はリフレッシュ

を兼ねてドライブがてら日帰り温泉に行くの

が一番の楽しみです。また、近くに住む姪や

甥と出かける時間も大切なひと時となってい

ます。そして、実は去年思い切ってSnow Man

のファンクラブに入会しました（笑）。今年１

月４日にはライブにも足を運び、若いエネル

ギーから元気を頂いています。４０過ぎて初

めて「推し活」を始めました。それが今、私

にとっての心の栄養剤となっています。もし

皆様やご家族などに、同じようにSnow Manの

お話をされる方がいらっしゃれば、是非情報

交換をさせて頂ければ嬉しいです。

　はなはだ若輩者ではございますが、ＲＣの

皆様との出会いを大切に、奉仕の精神を学ん

で参りたいと思います。どうぞご指導ご鞭撻

の程よろしくお願い申し上げます。

　

■平沼会員

　本日はお時間を頂きまして有難うございま

す。簡単ではございますが自己紹介と事業の

ご紹介をさせて頂きたいと思います。

　私は４人姉弟の末っ子で、３人の姉が居り

ます。生まれは世田谷で、２０代半ばまで世

田谷で過ごしました。そして結婚を機に名栗

に移り、２３年が経ちます。

　先祖代々名栗の地で事

業を営みながら地域と共

に歩んできた家の１４代

目として生活していま

す。現在、妻と息子２人、

ロシアンブルーの猫と賑

やかに暮らしておりま

す。

　趣味に関しては特にこれといったものはご

ざいませんが、新しい技術や商品、時代のト

レンドに関心があり、ネットやお店などで情

報を集めるのが大好きです。

・創業～これまでの歩み

「白雲山鳥居観音」は山全体が境内となって

おり、約３０ｈａ（東京ドーム６個分）の敷地に

本堂、仁王門、大鐘楼などが点在し、これら

は開祖である平沼彌太郎が３０年以上の歳月

をかけて築いたものです。彌太郎は私の曽祖

父にあたります。また、四季折々の自然も大

きな魅力で、特に秋の紅葉は名所として知ら

れていて、多くの方が訪れます。現在では、

その歴史と自然環境を守りながら、一つの事

業として運営しています。

・平沼彌太郎のこと

　１８９２（明治２５）年に名栗に生まれ、家

業の林業を継ぎ、西川林業の近代化に取り組

みました。その後、「名栗水電」や「飯能銀

行」の再建に携わり、戦後は「埼玉銀行」頭

取として地域金融の発展を支えました。林

業、電力、金融の分野で地域と共に歩んだ経

営者であったと伝えられています。

・鳥居観光株式会社

　現在私達が運営しております「鳥居観光

（株）」ですが、本社は飯能市上名栗に置き、

地域密着型の観光、アウトドアサービス事業

を行っております。自然豊かな名栗エリア

に、キャンプ場の管理・運営を中心として、

イタリアンレストランやジェラートショップ

の運営、自社製アイスクリームの製造を行っ

ております。また、これまでの運営経験を活

かして、キャンプ場のコンサルタント業務に

も取り組んでいます。人と自然を繋ぐ架け橋

となることを目指し、地域の魅力を活かした

事業展開を心掛けております。

・キャンプ場の管理・運営

　名栗地域に２つの施設を管理・運営してお

ります。１つが「ケニーズ・ファミリー・ビ

レッジ」、もう１つが「古民家ファミリービ

レッジ」です。「ケニーズ・ファミリー・ビ

レッジ」にはオートキャンプサイトを約５０

区画、ログハウス１０棟を備え、２０２５年に

は年間約３万５，０００人の方にご利用頂きま

した。利用者は家族連れが中心で、川遊びや

バーベキューなど、自然体験型のレジャーを

提供しています。リピーター率は約４０％と

継続的にご利用頂いている点も特徴です。

　キャンプ場検索・予約ポータルサイト「なっ

ぷ」にて、２０２４年には東日本アクセス部門

第１位、２０２５年には東日本予約件数部門で

第１位を選出頂きました。

・レストラン／ジェラートショップの運営

　２０２２年に、築１２０年余りの（埼玉県指定

第３号）景観重要建造物「旧平沼寛一郎邸」

を改修し、イタリアンレストラン「古民家ひ

らぬま」としてオープン致しました。歴史あ

る建物の趣きを活かしながら、地元産の野菜

や旬の食材を中心に、素材の味を大切にした

料理を提供しております。また、レストラン

併設店として、地元の素材を活かした手作り

ジェラートショップも同時に開業致しまし

た。地域の文化や食の魅力を伝える拠点とし

て、体験・交流・観光を通じた地域活性化に

取り組んでおります。

・ジェラート製造所オープン・商業施設への出店

　２０２４年には、名栗にジェラート製造所

「鳥居製造所」を開設。これにより、自社製

造態勢を整え、品質管理と商品開発の強化を

図っています。また、同年、「西武所沢Ｓ．Ｃ．」

にジェラート店「jerateriya HIRANUMA」を

出店し、名栗初のブランドとして、より広い

エリアでの展開を進めております。

・今後に向けて

「鳥居観音」そして「鳥居観光（株）」の事業は

いずれも、先人の思いと地域の優しさによっ

て築かれて来ました。私達はその歴史と信頼

を大切にしながら、時代に合わせた運営と改

善を重ね、持続可能な地域づくりに取り組ん

でいます。名栗ひいては飯能の魅力を発信

し、地域に貢献して参ります。

　今後共どうぞよろしくお願い致します。



・点　鐘　中里忠夫会長

・ソング　それでこそロータリー

・卓　話　森住麻衣会員

　　　　　平沼庸生会員

【会長報告】

　先週、第４回会長幹事会（於：所沢）に都築

幹事と参加。議題は２月２５日開催の第３グ

ループＩＭについて、および、各クラブからの

事業経過、増強の状況等、報告がありました。

　２月８日（日）、飯能ＲＣカップ第３６回せせ

らぎ杯中学生卓球大会（於：飯能市民体育館）

には、伊澤ＳＡＡ、川口青少年奉仕委員長、

本間会報・広報委員長、吉澤次年度青少年奉

仕委員長が出席されました。前日が雪で大変

でしたが、北は新潟県から、１都７県の選手

が参加してくれました。将来日本代表を目指

す選手も居て、非常にレベルの高い大会にな

りました。終了後、表彰式でカップの贈呈等

を行って参りました。

　２５日は第３グループでの最後のＩＭにな

ると思います。１３時から受付、１４時開会で

す。よろしくお願い致します。

【幹事報告】

　２月４日の理事会で、入会候補者の入会が

承認されましたので、本日会員皆様に通知し

ました。ご異議のある方は理由を明記した書

面を７日以内にご提出ください。２５日ＩＭ

の会場は「所沢市民文化センターＭＵＳＥ」

です。会場までは各自でお願いします。会場

ではクラブごとに着席、１４時５０分からクラ

ブ紹介が行われます。１７時３０分から懇親会。

クラブごとのテーブルになります。制服着用、

ネクタイは６０周年で配付した水色のもの。

制服のない方は紺系ブレザー、グレー系ズボ

ンでお願い致します。本日、次年度「ロータ

リー手帳」の申込書を配付。締切は３月４日

ですが、できましたら本日中に事務局にお申

込みください。３月４日は理事会１１時３０分

より。役員、理事の方はご出席をお願い致し

ます。

【委員会報告】

◎出席向上委員会　　　　　　　　大野（泰）君

　２月２５日、第３グループのＩＭは１３時受

付開始、１４時点鐘、「所沢市民文化センター

ＭＵＳＥ」に各自でお集まり頂ければと思い

ます。

◎親睦活動委員会　　　　　　　　鈴木（勝）君

　４月１５日「夜間例会」１８時点鐘、３月

２５日までに出欠をご提出ください。４月７

日、日高ＲＣ「親睦ゴルフ」（高麗川ＣＣ）、

３月第１例会までに出欠をご提出ください。

３月２５日「合同夜間例会」の出欠確認もよ

ろしくお願いします。

◎ロータリー財団委員会　　　　　　小川君

　本日、中里忠夫会長より特別寄付を頂きま

した。６人目。まだまだ受付中です。余裕のあ

る方はご寄付をお考え頂ければと思います。

◎会報・広報委員会　　　　　　　　本間君

「会報誌についてのアンケート」は本日提出

期限ですので、よろしくお願いします。

【出席報告】無届欠席１　 森住出席向上委員

【Ｍ　　Ｕ】

２／１（地区）前島君、吉田（行）君

２／９（第３Ｇ）中里（忠）君、都築君

２／１０（入間）前島君

【ロータリーの友】　　　　大野（康）雑誌委員

２月号、２月は「平和構築と紛争予防月間」

です。横組Ｐ２、ＲＩ会長の対訳メッセージ

は英語教材としても楽しみにしています。平

和への第一歩は「知ること」。「知らないから

恐れる」というところが戦争の引き金になっ

たりします。Ｐ６「ある少年通信兵の沖縄

戦」には、コザＲＣの方が中学生の時に戦争

に駆り出されて捕虜になり、ハワイまで行っ

てやっと帰って来られた体験が綴られていま

す。「戦争は簡単に始めることができます。

そして戦争というのは人だけが止めることが

できます」「本稿をご提供頂いた諸見里氏は

２０２５年１２月６日にご逝去されました」。そ

れを知って改めて読み返すときっと心に響く

ものがあるのではないかと思います。縦組Ｐ

２、斎藤環氏のスピーチ。「不登校」には「ず

る休み」「怠け」のイメージをお持ちの方もあ

るかもしれませんが、最近は「不登校は問題

行動ではない」と文科省も言っています。た

だ、そのまま「ひきこもり」になってしまう

と社会問題で、年老いた親達の心の健康度も

すごく下がっています。ではどうしたらいい

かというヒントが書いてあります。「指示や

説得は逆効果。急がば回れの環境づくり」。

不登校に限らず、つい答えを簡単に教えたく

なってしまいますが、手とり足とり教えるこ

とがかえってその人の成長を妨げている部分

もあるかもしれません。そして、「会話」は親

しい人同士のおしゃべり、合意形成が目的。

「対話」は相手と私はこれだけ違うというこ

とをお互いに共有するのが目的。「ロータリー

の友」を読むたびに「ああ、自分はロータリ

アンなんだな」と思います。雑誌を是非ご活

用ください。

【ＳＡＡ報告】

◎ニコニコＢＯＸ

・ご無沙汰しております。誕生日、結婚記念

　品、有難うございました。本年もよろしく

　お願い致します。　　　　　　　　大木君

・早退：半田君、大野（康）君、大野（泰）君

本日計３６，０００円、累計額７７１，２１１円。

◎４日例会当番は秦、鈴木（勝）会員です。

【卓　　話】

講師紹介　　　　　　坂本プログラム委員長

　昨年９月３日にご入会された森住会員と、

１月２８日にご入会された平沼会員（プロジェ

クター使用）のイニシエーションです。

■森住会員

「明治安田生命」の森住

でございます。私の入会

を温かくお認め頂きまし

たこと、心より感謝申し

上げます。諸先輩方から

多くのことを学びたいと

考えております。

　本日はお時間を頂き、飯能で育った私の歩

みと地域への思いについてお話させて頂きま

す。

　Ｓ５７年８月生まれ、４３歳。飯能市で生

まれ育ちました。父、母、姉の４人家族の中

で、自然豊かなこのまちに見守られながら成

長致しました。飯能第一小学校、飯能西中学

校、飯能高校を卒業した生粋の飯能っ子でご

ざいます。

　私の人生の原点は中学生の頃に遡ります。

学校のボランティア活動で伺った介護施設で

の経験から、困っている方の力になりたい、

と、漠然とした、しかし強い思いを抱くよう

になりました。その思いが使命感に変わった

のには私の母のことがありました。母が２度

の脳出血に襲われ、四肢麻痺という重い障害

を負うことになったのです。家族として途方

に暮れていた私達を救ってくれたのは、母の

日常を献身的に支えてくださった看護助手の

方々でした。そのプロフェッショナルな姿に

心を打たれ、私も誰かの人生の困難な瞬間に

寄り添える存在になりたいと決意し、卒業後

は特別養護老人ホームで介護職員として歩み

始めました。

　ですが、運命とは過酷なもので、私が介護

職として第一歩を踏み出した直後に、今度は

父がくも膜下出血で倒れました。母と同じよ

うに父もまた病院で多くの方々の助けを必要

とする生活となりました。若かった私は夜勤

などもありましたが施設では利用者に寄り添

い、休みの日は両親の介護と向き合うという

まさに介護一色の生活を送っておりました。

　父は２３年前に、母は２１年前に空へと旅立

ちましたが、両親を支えてくださった方々へ

の感謝は今も私の心に深く刻まれています。

　両親を見送ったあと、私自身も結婚、出産

を経験しましたが、その後、一人で二人の息

子を育てる、ひとり親としての生活が始まり

ました。当時は仕事と育児の両立に必死で、

自分のふがいなさに涙が出るような夜もあり

ました。でも、皆様も人生の岐路で、誰かの

温かさに救われたご経験があるかと思いま

す。私にとってはそれが、姉や地域のママ友

達の存在でした。息子達は当時、学童保育に

通っていたのですが、仕事で遅くなる時には

同じ学童に通っているママ友が一緒に迎えに

行ってくれて子ども達を預かってくれたり、

「無理しなくていいんだよ」「夕飯まだだった

ら食べてきな」などと言って食事を作ってく

れたり。彼女達の存在が無ければ今の私は間

違いなくここには立っていないと思います。

　人は一人では生きていけない。でも誰かの

支えがあればどんな困難な状況でも前を向け

る。

　この、ひとり親時代に身をもって学んだ絆

の有難さが、今の私の活動の大きな原動力と

なっております。現在は「明治安田生命」に

て、支部マネージャーという管理職を務めて

おります。介護の現場で学んだ寄り添う心

と、ひとり親時代に受けた恩を、今度はお客

様や地域に返していくことが私の使命だと感

じております。

　私が、ひとり親支援の活動に携わっている

のも、かつての私を救ってくれた姉や友人達

のように、今、ひとりで頑張っている誰かの

とまり木のような場所をつくりたいという思

いからです。会社としては、今、地域のイベ

ントや子ども食堂などに参加させて頂いてお

りますが、それ以外に、私個人として、ひと

り親支援の活動にも参加しております。その

中で出会った方々の話を聞きながら、私にで

きることが少しでも無いかなと日々考えてお

ります。

　小さかった息子達もこの春から大学１年生

と３年生になります。中学生くらいから身長

も抜かされ、大きく成長した彼らの姿を見る

度に、私を支えてくれた周囲の方々への感謝

が溢れて参ります。

　こうした経験を得て、もっと自分にできる

ことはないかと考えていたところ、このＲＣ

とのご縁を頂きました。奉仕の理念を掲げ、

各界のリーダーとしてご活躍されている皆様

と共に活動させて頂くことで、私自身もさら

に成長し、より深く地域に貢献していきたい

と考えております。私にできることがあれば

どのようなことでも精一杯取り組ませて頂く

所存です。

　最後になりますが、少しだけ私生活につい

て触れさせて頂きます。休日はリフレッシュ

を兼ねてドライブがてら日帰り温泉に行くの

が一番の楽しみです。また、近くに住む姪や

甥と出かける時間も大切なひと時となってい

ます。そして、実は去年思い切ってSnow Man

のファンクラブに入会しました（笑）。今年１

月４日にはライブにも足を運び、若いエネル

ギーから元気を頂いています。４０過ぎて初

めて「推し活」を始めました。それが今、私

にとっての心の栄養剤となっています。もし

皆様やご家族などに、同じようにSnow Manの

お話をされる方がいらっしゃれば、是非情報

交換をさせて頂ければ嬉しいです。

　はなはだ若輩者ではございますが、ＲＣの

皆様との出会いを大切に、奉仕の精神を学ん

で参りたいと思います。どうぞご指導ご鞭撻

の程よろしくお願い申し上げます。

　

■平沼会員

　本日はお時間を頂きまして有難うございま

す。簡単ではございますが自己紹介と事業の

ご紹介をさせて頂きたいと思います。

　私は４人姉弟の末っ子で、３人の姉が居り

ます。生まれは世田谷で、２０代半ばまで世

田谷で過ごしました。そして結婚を機に名栗

に移り、２３年が経ちます。

　先祖代々名栗の地で事

業を営みながら地域と共

に歩んできた家の１４代

目として生活していま

す。現在、妻と息子２人、

ロシアンブルーの猫と賑

やかに暮らしておりま

す。

　趣味に関しては特にこれといったものはご

ざいませんが、新しい技術や商品、時代のト

レンドに関心があり、ネットやお店などで情

報を集めるのが大好きです。

・創業～これまでの歩み

「白雲山鳥居観音」は山全体が境内となって

おり、約３０ｈａ（東京ドーム６個分）の敷地に

本堂、仁王門、大鐘楼などが点在し、これら

は開祖である平沼彌太郎が３０年以上の歳月

をかけて築いたものです。彌太郎は私の曽祖

父にあたります。また、四季折々の自然も大

きな魅力で、特に秋の紅葉は名所として知ら

れていて、多くの方が訪れます。現在では、

その歴史と自然環境を守りながら、一つの事

業として運営しています。

・平沼彌太郎のこと

　１８９２（明治２５）年に名栗に生まれ、家

業の林業を継ぎ、西川林業の近代化に取り組

みました。その後、「名栗水電」や「飯能銀

行」の再建に携わり、戦後は「埼玉銀行」頭

取として地域金融の発展を支えました。林

業、電力、金融の分野で地域と共に歩んだ経

営者であったと伝えられています。

・鳥居観光株式会社

　現在私達が運営しております「鳥居観光

（株）」ですが、本社は飯能市上名栗に置き、

地域密着型の観光、アウトドアサービス事業

を行っております。自然豊かな名栗エリア

に、キャンプ場の管理・運営を中心として、

イタリアンレストランやジェラートショップ

の運営、自社製アイスクリームの製造を行っ

ております。また、これまでの運営経験を活

かして、キャンプ場のコンサルタント業務に

も取り組んでいます。人と自然を繋ぐ架け橋

となることを目指し、地域の魅力を活かした

事業展開を心掛けております。

・キャンプ場の管理・運営

　名栗地域に２つの施設を管理・運営してお

ります。１つが「ケニーズ・ファミリー・ビ

レッジ」、もう１つが「古民家ファミリービ

レッジ」です。「ケニーズ・ファミリー・ビ

レッジ」にはオートキャンプサイトを約５０

区画、ログハウス１０棟を備え、２０２５年に

は年間約３万５，０００人の方にご利用頂きま

した。利用者は家族連れが中心で、川遊びや

バーベキューなど、自然体験型のレジャーを

提供しています。リピーター率は約４０％と

継続的にご利用頂いている点も特徴です。

　キャンプ場検索・予約ポータルサイト「なっ

ぷ」にて、２０２４年には東日本アクセス部門

第１位、２０２５年には東日本予約件数部門で

第１位を選出頂きました。

・レストラン／ジェラートショップの運営

　２０２２年に、築１２０年余りの（埼玉県指定

第３号）景観重要建造物「旧平沼寛一郎邸」

を改修し、イタリアンレストラン「古民家ひ

らぬま」としてオープン致しました。歴史あ

る建物の趣きを活かしながら、地元産の野菜

や旬の食材を中心に、素材の味を大切にした

料理を提供しております。また、レストラン

併設店として、地元の素材を活かした手作り

ジェラートショップも同時に開業致しまし

た。地域の文化や食の魅力を伝える拠点とし

て、体験・交流・観光を通じた地域活性化に

取り組んでおります。

・ジェラート製造所オープン・商業施設への出店

　２０２４年には、名栗にジェラート製造所

「鳥居製造所」を開設。これにより、自社製

造態勢を整え、品質管理と商品開発の強化を

図っています。また、同年、「西武所沢Ｓ．Ｃ．」

にジェラート店「jerateriya HIRANUMA」を

出店し、名栗初のブランドとして、より広い

エリアでの展開を進めております。

・今後に向けて

「鳥居観音」そして「鳥居観光（株）」の事業は

いずれも、先人の思いと地域の優しさによっ

て築かれて来ました。私達はその歴史と信頼

を大切にしながら、時代に合わせた運営と改

善を重ね、持続可能な地域づくりに取り組ん

でいます。名栗ひいては飯能の魅力を発信

し、地域に貢献して参ります。

　今後共どうぞよろしくお願い致します。


